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統
合
中
学
本
館
建
築
工
事
の

契
約
締
結
な
ど
4
案
件
を
議
決

　
　
　
　
　
　
　
　
町
議
会
第
2
回
臨
時
会

　
7
月
1
9
日
町
議
会
第
2
回
臨
時
会
が

招
集
さ
れ
、
統
合
中
学
本
館
建
築
工
事

の
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
4
議
案
が
付

議
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

第
1
号

　
昭
和
52
年
度
松
代
町
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
3
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

　
四
千
五
五
八
万
七
千
円
を
追
加
し
、

統合中学校校舎
完成予想図

鉄筋コンクリート4階建

延面積4，051㎡で近代感

覚にあふれた立派な施設

校となります。

1¶

罐，

　
予
算
の
総
額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

　
れ
一
八
億
八
五
七
万
二
千
円
と
す
る
。

○
「
歳
入
」

　
国
庫
支
出
金
三
千
七
七
八
万
七
千
円

　
（
公
立
学
校
施
設
整
備
費
負
担
金
補

　
正
増
）

　
町
債
七
八
○
万
円

○
「
歳
出
」

　
中
学
校
統
合
建
設
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
四
千
四
七
四
万
円

　
予
備
費
　
　
　
　
　
八
四
万
七
千
円ノ
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第
1
号

　
松
代
町
統
合
中
学
本
館
建
築
工
事
の

　
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　
工
事
費
　
三
億
三
〇
〇
万
円

　
　
請
負
者
　
新
潟
市
・
加
賀
田
組

　
　
　
　
　
　
加
賀
田
勘
一
郎

　
　
期
間
詔
年
1
0
月
3
1
日
ま
で
。

　
（
7
月
1
1
日
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
）

第
2
号

　
松
代
町
統
合
中
学
本
館
電
気
暖
房
設

　
備
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　
工
事
費
　
七
千
六
〇
〇
万
円

　
　
請
負
者
　
松
代
・
大
和
電
建

　
　
　
　
　
　
本
山
盛
高
、

　
　
期
間
5
3
年
1
0
月
訂
日
ま
で

　
（
7
月
1
4
日
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
）

第
3
号

　
松
代
町
統
合
中
学
本
館
給
排
水
設
侑

　
厨
房
機
器
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い

　
・
て

　
　
工
事
費
　
三
千
四
〇
〇
万
円

　
　
請
負
者
　
新
潟
市
・
新
潟
企
業
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期
間
53
年
m
月
3
1
日
ま
で

（
7
月
U
日
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
）

第
4
号

　
公
営
住
宅
建
設
工
事
の
請
負
契
約
に

　
つ
い
て

工
事
費

請
負
者

期
　
間

（
一
戸
の
面
積
が
五
五
、

（
約
一
七
坪
）

7
月
14
日
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
）

五
千
四
五
〇
万
円

’
松
代
・
中
村
工
務
店

中
村
群
平

52

年
1
2
月
お
日
ま
で

　
　
　
　
　
四
七
㎡

　
で
一
二
戸
一
陳

尚
、
松
代
町
統
合
中
学
浄
化
槽
工
事

は
7
月
14
日
指
名
競
争
入
札
に
付
し
、

一
千
二
五
〇
万
円
で
、
新
潟
市
・
新

東
工
業
、
佐
藤
克
明
と
契
約
。（1）



（2）

期
待
さ
れ
る

　
教
育
効
果
の
向
上

　
多
年
に
わ
た
る
懸
案
事
項
で
あ
っ
た

統
合
中
学
校
校
舎
建
設
が
い
よ
い
よ
始

ま
り
ま
し
た
。

　
統
合
校
は
、
近
代
教
育
に
遅
れ
な
い

よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
近
代
的
教
育
施

設
設
備
を
整
備
し
、
生
徒
の
学
力
向
上

と
健
全
な
体
力
づ
く
り
を
は
か
り
、
次

代
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
子
供
た
ち
を

囹統合中学校配置図囹
　＾　　＾　　ぐ＼

餅宿
贈
蔑
・

寄

幽麓

A

育
て
て
ゆ
き
た
い
と
い
う
実
施
方
針
に

基
づ
い
た
立
派
な
施
設
校
と
な
り
ま
す
。

　
設
計
者

　
　
上
越
市
・
山
崎
設
計
事
務
所

　
施
工
者

　
　
新
潟
市
・
（
株
）
加
賀
田
組

　
工
事
費

　
　
三
億
三
〇
〇
万
円

完
成
予
定

　
　
53
年
1
0
月
3
1
日

　
建
物
の
概
要

　
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
4
階
建

　
　
1
じ
4
階
平
面
図
の
と
お
り
。
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床面積（㎡）

1階 1，140．95 4階 1，057，017

2階 784．03 塔屋 32，793

3階 1，036，644 合計 4，051，434

統合中学校乎面図
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難
蒙
簿
灘
難
轡
鰯
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心
配
さ
れ
た
今
年
の
天
候
も
、
七
月

末
現
在
で
は
比
較
的
順
調
で
、
作
柄
も

平
年
作
を
上
廻
る
状
況
の
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
春
以
来
の
天
候
の
推
移
を
眺

め
る
と
、
降
雨
量
は
平
年
、
昨
年
を
大

き
く
下
廻
っ
て
い
る
が
、
気
温
・
日
照

時
間
は
多
少
の
ズ
レ
と
差
の
巾
は
あ
っ

て
も
、
ほ
ぼ
昨
年
と
相
似
し
た
傾
向
が

あ
り
、
寒
暖
の
差
の
大
き
い
の
も
特
徴

で
す
。

　
米
作
り
の
場
合
、
最
も
大
切
な
の
は

出
穂
後
一
か
月
間
の
天
候
で
、
昨
年
の

場
合
も
七
月
下
旬
の
天
候
は
良
か
っ
た

が
、
八
月
以
降
が
大
き
く
く
ず
れ
、
低

温
・
少
照
の
日
が
続
い
た
た
め
、
不
作

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
八
月
以
降
の
天
候
が
良
い
と

は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
注
意
し
て

か
か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
米
作
り
の
勝
負
は
こ
れ
か
ら

　
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
今
年
の

作
柄
は
七
月
末
現
在
で
は
、
草
丈
・
茎

数
と
も
平
年
を
上
廻
る
、
立
派
な
稲
姿

を
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
昔
か
ら
「
青
田
ほ
め
ら
ば

馬
鹿
ほ
め
れ
」
と
か
「
わ
ら
作
り
勲
米

と
ら
ず
」
ま
た
「
青
田
と
自
分
の
嫌
は

…
…
」
等
の
諺
が
あ
る
よ
う
に
、
青
作

が
い
か
に
立
派
で
も
、
こ
れ
が
収
量
に

結
び
つ
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
勝
負
は
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
で
す
。
米

粒
を
構
成
す
る
諸
成
分
の
大
半
は
、
出

穂
後
に
茎
葉
の
同
化
作
用
に
よ
っ
て
合

成
さ
れ
、
穂
の
方
に
転
流
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
籾
の
稔
実
を
艮
く
す
る
に
は

根
を
健
全
に
保
ち
、
下
葉
の
枯
上
り
を

防
止
す
る
こ
と
で
す
が
、
そ
の
た
め
に

は
最
高
分
け
つ
期
以
降
の
水
管
理
が
最

も
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
松
代
町
の
大
部
分
の
水
田
が
天
水
田

の
た
め
、
稲
の
生
理
に
合
致
し
た
水
管

理
が
出
来
な
い
の
が
残
念
で
す
。

◎
早
期
落
水
の
中
止

　
近
年
バ
イ
ン
ダ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
の

普
及
に
よ
り
、
刈
取
機
の
利
用
を
容
易

に
す
る
た
め
、
早
期
に
落
水
し
て
田
面

を
固
く
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
米

の
主
成
分
で
あ
る
澱
粉
が
、
米
粒
に
七

十
四
パ
ー
セ
ン
ト
集
積
す
る
の
が
出
穂

後
二
十
五
日
で
あ
り
、
死
米
に
な
る
か

ど
う
か
決
定
す
る
の
が
出
穂
後
約
三
十

五
日
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

早
期
落
水
す
る
と
澱
粉
の
集
積
が
不
充

分
で
粒
張
り
が
悪
く
な
り
、
死
米
・
乳

白
米
・
基
部
未
熟
粒
な
ど
の
誘
因
と
な

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
早
期
落
水
は
中
止
す
べ
き
で

砂
質
で
水
は
け
の
良
い
と
こ
ろ
は
出
穂

後
二
十
五
日
以
上
、
粘
土
質
で
排
水
の

悪
い
と
こ
ろ
で
も
出
穂
後
二
十
日
位
は

落
水
し
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。

　
し
か
し
、
水
の
便
の
よ
い
と
こ
ろ
は

こ
の
間
常
時
湛
水
の
必
要
は
な
い
の
で

穂
揃
い
後
は
、
間
断
排
水
（
三
日
位
水

を
た
め
て
お
い
た
ら
三
日
位
排
水
す
る

こ
と
を
く
り
か
え
す
）
を
す
る
こ
と
が

根
の
健
全
化
に
役
立
ち
、
倒
状
防
止
に

も
な
り
ま
す
。

◎
適
期
刈
取
り
と
適
正
乾
燥

　
刈
取
り
適
期
は
籾
の
九
十
パ
ー
セ
ン

ト
が
黄
化
し
た
と
き
で
、
穂
の
基
部
の

籾
は
ま
だ
緑
色
が
残
っ
て
い
る
と
き
で

す
。

　
近
年
幾
分
早
刈
り
の
傾
向
が
あ
り
、

と
く
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
等
は
、
早
生
種
と

の
間
に
か
な
り
の
間
が
あ
る
の
で
、
ど

う
し
て
も
早
刈
り
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

早
刈
り
は
収
量
が
少
な
く
、
活
青
米
が

多
く
な
っ
て
米
質
を
低
下
さ
せ
ま
す
の

で
、
あ
ま
り
刈
急
が
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
ま
た
籾
の
乾
燥
も
、
検
査
米
の
玄
米

水
分
は
十
五
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
規
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
過
乾
米
や
胴
割

米
が
毎
年
か
な
り
の
数
量
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
機
械
乾
燥
の
場
合
十
七
パ
ー
セ
ン
ト

ま
で
の
予
備
乾
燥
で
は
一
時
間
当
り
の

乾
減
水
分
を
一
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
、

十
七
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
十
五
、
五
パ
ー

セ
ン
ト
の
仕
上
げ
乾
燥
に
は
一
時
間
当

り
○
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
に
お
と
し

て
徐
乾
燥
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
今
年
も
い
よ
い
よ
刈
取
期
を
む
か
え

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
折
角
椿
似
來
丹
精
こ
め
て
育
て
た
稲

を
、
い
も
ち
病
や
虫
か
ら
守
り
、
良
質

米
が
大
量
に
出
荷
さ
れ
る
よ
う
期
待
し

た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
（
農
業
改
良
普
及
所
・
若
月
）

　卜

ワ
月
1
0
日
執
行

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
票
率
は
開
・
盟
％

　
去
る
7
月
1
0
日
に
執
行
さ
れ
た
参
議

院
通
常
選
挙
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

□
県
選
出
議
員
の
得
票
数

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
町
）

塚
田
十
一
郎

よ
し
だ
正
雄

丸
山
　
久
明

　
　
　
無
効

□
有
権
者
数

計女男

三
、
〇
五
九
票

一
、
○
八
四
票

　
　
三
八
五
票

　
　
四
〇
七
票

二
、
七
七
八
人

二
、
九
六
五
人

五
、
七
四
三
人

□
投
票
者
数

計女男
□
投
票
率

計女男

二
、
三
九
四
人

二
、
五
四
一
人

四
、
九
三
五
人

　
全
国
区
は
候
補
者
が
多
い
た
め
、

略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
八
六
、
一
八
％

　
　
八
五
、
七
〇
％

　
　
八
五
、
九
三
％

（
投
票
率
は
県
下
七
位
で
し
た
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
省



韓
㎜
難
灘
羅
纒
灘
霧
灘
灘
㎜
難
雛
灘
謙
騰
灘
灘
灘
灘

懸
灘
羅
鑛
灘
縷
蕪
軽
灘
灘
灘
難
撫
難
鞭
灘
蕪
灘
羅
灘

　
日
本
の
夏
は
高
温
で
多
湿
と
い
う
特

徴
が
あ
り
、
温
度
計
が
示
す
気
温
よ
り

も
、
肌
で
感
じ
る
温
度
の
方
が
ず
っ
と

高
く
、
熱
帯
地
方
の
夏
よ
り
も
苦
し
い

と
言
わ
れ
ま
す
。

　
健
康
な
若
い
人
に
と
っ
て
も
、
夏
の

暑
さ
は
つ
ら
い
も
の
で
す
が
、
高
血
圧

症
、
心
臓
病
、
動
脈
硬
化
症
、
糖
尿
病

慢
性
の
胃
腸
病
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
成
人

病
を
も
っ
た
人
た
ち
は
更
に
苦
し
い
も

の
で
す
。

　
成
人
病
を
も
っ
た
方
が
猛
暑
を
の
り

き
る
た
め
の
注
意
事
項
を
の
べ
て
み
ま

す
。O

衣
服
に
つ
い
て

　
体
温
と
気
温
と
の
差
が
少
い
た
め
に

か
ら
だ
は
放
熱
の
た
め
、
大
変
な
努
力

を
は
ら
い
ま
す
。
皮
膚
に
分
布
し
て
い

る
汗
腺
を
フ
ル
回
転
さ
せ
て
、
汗
を
分

泌
し
、
そ
れ
の
蒸
発
に
よ
っ
て
熱
を
発

散
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
す
が
、
温
度

が
高
い
た
め
に
蒸
発
が
さ
ま
た
げ
ら
れ
、

大
部
分
の
汗
が
肌
着
に
吸
収
さ
れ
ま
す
。

汗
を
含
ん
だ
肌
着
は
空
気
を
通
し
ま
せ

ん
の
で
、
体
温
を
放
散
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
か
ら
だ
は
疲
労
し
ま
す
。
従
っ

て
肌
着
は
毎
日
と
り
か
え
る
こ
と
が
理

想
で
す
。
よ
ご
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い

っ
て
、
数
日
着
続
け
な
い
こ
と
。
ぬ
い

だ
肌
着
は
簡
単
に
洗
っ
て
汗
を
お
と
す

よ
う
に
し
ま
す
。

　
入
浴
な
ど
に
よ
り
皮
膚
を
清
潔
に
し

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

○
食
事
に
つ
い
て

　
夏
は
汗
を
か
く
た
め
、
の
ど
が
非
常

に
渇
き
、
水
分
ば
か
り
欲
し
く
な
り
ま

す
。
と
こ
ろ
で
汗
の
な
か
に
は
、
水
の

ほ
か
に
多
量
の
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
の
で
、
水
だ
け
し
か
補
給
し
な
い
と
、

体
の
中
の
塩
分
が
欠
乏
し
ま
す
。
ま
た

胃
液
の
主
成
分
で
あ
る
塩
酸
は
、
食
塩

の
中
の
塩
素
イ
オ
ン
で
作
ら
れ
ま
す
の

で
、
汗
を
か
く
と
胃
酸
が
欠
乏
し
、
そ

の
た
め
食
欲
が
減
退
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
わ
け
で
だ
る
さ
が
次
第
に
ひ
ど
く

な
り
ま
す
。
の
ど
が
渇
い
た
ら
水
を
飲

む
と
同
時
に
塩
分
を
補
う
よ
う
に
し
な

い
と
体
は
消
耗
し
ま
す
。
し
か
し
私
達

は
塩
分
を
と
り
す
ぎ
て
い
る
た
め
、
特

に
食
塩
を
制
限
し
て
い
る
人
以
外
は
あ

ま
り
考
え
る
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
の
ど
が
渇
く
の
で
清
涼
飲
料
水
を
飲

む
機
会
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
糖
分

が
過
剰
に
な
り
糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
糖
分
を
燃
焼

さ
せ
る
た
め
に
ビ
タ
ミ
ン
B
を
必
要
と

し
ま
す
の
で
ビ
タ
ミ
ン
B
の
欠
乏
つ
ま

り
脚
気
が
お
こ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

胚
芽
や
小
量
の
ビ
タ
ミ
ン
B
剤
を
摂
取

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
食
欲
減
退
の
た
め
脂
肪
、
肉
類
等
の

栄
養
分
も
不
足
が
ち
と
な
り
ま
す
の
で

時
た
ま
努
力
し
て
油
っ
こ
い
食
物
を
食

べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

O
運
動
に
つ
い
て

　
暑
さ
の
た
め
、
か
ら
だ
を
動
か
す
の

が
つ
ら
い
の
で
運
動
不
足
に
な
り
が
ち

で
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
な
る
べ
く

早
起
を
し
、
涼
し
い
う
ち
に
散
歩
な
ど

脳
％
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
実
施

…
国
民
年
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
…

　
国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。　

今
年
の
改
正
で
は
、
昨
年
度
の
全
国

消
費
者
物
価
指
数
が
九
、
四
％
上
昇
し

ま
し
た
の
で
「
物
価
ス
ラ
イ
ド
」
の
仕

組
み
で
、
拠
出
制
年
金
額
（
老
令
や
通

算
老
令
は
じ
め
、
障
害
、
母
子
等
の
年

金
）
は
こ
の
率
に
応
じ
て
引
き
上
げ
ら

れ
、
七
月
か
ら
新
し
い
年
金
額
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
年
金
額
の
引
き
上
げ
に
と
も
な

っ
て
国
民
年
金
保
険
料
は
昭
和
五
三
年

四
月
か
ら
月
額
二
、
七
三
〇
円
に
な
り

ま
す
。
現
在
は
月
額
二
、
二
〇
〇
円
）

　
一
方
、
福
祉
年
金
へ
老
令
や
障
害
な

ど
の
年
金
）
に
つ
い
て
も
物
価
上
昇
率

九
、
四
％
を
上
回
る
改
善
が
図
ら
れ
ま

し
た
。
年
金
額
の
引
き
上
げ
時
期
は
昨

年
よ
り
ニ
ケ
月
早
く
八
月
か
ら
実
施
さ

を
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
夜
ふ
か
し
、

朝
寝
坊
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

O
住
い
に
つ
い
て

　
昔
の
日
本
の
住
居
は
夏
向
き
に
で
き

て
い
ま
し
た
。
現
代
の
家
屋
は
西
洋
風

の
も
の
が
多
い
の
で
、
通
風
が
悪
く
湿

気
も
含
み
が
ち
で
す
。
最
近
は
ル
ー
ム

ク
ー
ラ
ー
も
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が

ク
ー
ラ
ー
に
よ
る
室
温
は
外
気
温
よ
り

五
度
位
低
い
の
が
理
想
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
暑
さ
が
苦
し
い
か
ら
と
い
っ
て
、

極
度
に
温
度
を
下
げ
ま
す
と
風
邪
を
ひ

い
た
り
、
胃
腸
を
害
し
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
、
ま
た
冷
房
し
た
部
屋
と
暑
い

戸
外
と
の
間
を
頻
繁
に
往
復
す
る
と
体

温
の
調
節
が
狂
っ
て
し
ま
い
、
冷
房
病

と
な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
訂
　
正

　
七
月
十
日
発
行
2
1
2
号
の
「
保
健

衛
生
シ
リ
ー
ズ
2
2
号
」
の
中
で
汗
を
か

い
て
出
る
塩
の
量
に
つ
い
て

「
一
日
3
デ
シ
リ
ッ
ト
ル
（
一
、
七
合
）

　
の
汗
…
…
」

と
あ
り
ま
し
た
の
は
誤
り
で

「
一
日
3
リ
ッ
ト
ル
（
一
、
七
升
）
の

ー
汗
…
…
」

が
正
し
い
の
で
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。
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れ
ま
す
の
で
、
九
月
の
支
払
期
に
は
増

額
さ
れ
た
年
金
が
早
速
受
け
取
れ
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
福
祉
年
金
の

支
払
い
期
月
は
一
月
、
五
月
、
九
月
の

年
三
回
で
し
た
が
、
五
二
年
十
月
か
ら

は
四
月
、
八
月
、
十
二
月
に
変
更
さ
れ

今
後
は
盆
と
暮
に
年
金
が
間
に
合
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
暮
の
十
二
月
支

払
期
だ
け
は
希
望
す
れ
ば
十
一
月
に
年

金
を
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馴



恩
給
法
、
戦
傷
病
者
・
戦
没
者
遺
族
等

　
　
　
　
援
護
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
恩
給
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
昭
和
52
年
4
月
か
ら

○
す
べ
て
の
恩
給
が
平
均
7
％
増
額

　
さ
れ
ま
す
。

②
昭
和
52
年
8
月
か
ら

○
公
務
扶
助
料
の
最
低
保
障
額
や
傷

　
病
恩
給
の
年
額
が
さ
ら
に
引
き
上

　
げ
ら
れ
ま
す
。

0
6
5
才
未
満
の
旧
軍
人
な
ど
の
加
算

　
恩
給
の
計
算
方
法
が
改
善
さ
れ
ま

　
す
。

○
昭
和
3
2
年
3
月
以
前
に
退
職
し
た

　
文
官
な
ど
の
恩
給
が
改
善
さ
れ
ま

　
す
。

○
こ
れ
ら
の
改
善
に
つ
い
て
は
請
求

　
は
い
り
ま
せ
ん
。

・
改
定
証
書
は
1
0
月
の
支
給
日
ま
で

　
に
支
給
郵
便
局
を
通
じ
て
渡
さ
れ

　
ま
す
。

　
③
そ
の
他
の
改
善
で
請
求
を
要
す
る

　
　
も
の
（
昭
和
52
年
8
月
か
ら
）

　
○
第
2
款
症
以
下
の
特
例
傷
病
恩
給

　
　
受
給
者
の
遺
族
に
も
、
扶
助
料
な

　
　
ど
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、

　
　
新
し
く
年
金
（
傷
病
者
遺
族
特
別

　
　
年
金
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
○
戦
没
旧
軍
人
の
子
供
で
身
体
障
害

　
　
者
の
た
め
に
生
計
を
営
む
こ
と
が

　
　
で
き
な
い
方
は
結
婚
し
て
も
扶
助

　
　
料
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
○
援
護
法
に
よ
る
障
害
年
金
を
受
け

　
　
て
い
る
方
の
普
通
恩
給
が
改
善
さ

　
　
れ
ま
す
。

◎
援
護
法
（
厚
生
省
所
管
）
の
主
な
改

　
善
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
○
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
、
遺
族
給

　
　
与
金
の
額
が
恩
給
に
な
ら
い
、
改

　
　
善
さ
れ
ま
す
。

　
○
第
1
款
症
以
下
（
勤
務
関
連
傷
病
）

　
　
の
特
例
障
害
年
金
又
は
特
例
傷
病

　
　
恩
給
受
給
者
が
平
病
死
し
た
場
合

　
　
そ
の
遺
族
に
も
、
他
の
年
金
な
ど

　
　
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、

　
　
遺
族
年
金
、
遺
族
給
与
金
が
支
給

　
さ
れ
ま
す
。

○
遺
族
一
時
金
の
支
給
要
件
に
該
当

　
し
た
遺
族
に
、
新
し
く
遺
族
年
金
、

　
遺
族
給
与
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
満
洲
事
変
（
昭
和
6
年
9
月
1
8
日

　
以
後
）
当
時
の
戦
没
軍
人
の
遺
族

　
に
も
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま

　
す
。
又
他
に
特
別
弔
慰
金
を
受
け

　
ら
れ
る
遺
族
の
い
な
い
場
合
に
、

　
戦
没
者
と
生
計
関
係
の
あ
っ
た
三

　
親
等
内
の
親
族
に
特
別
弔
慰
金
が

　
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付

　
金
が
、
再
婚
を
解
消
し
た
妻
に
も

　
支
給
さ
れ
ま
す
。

△
な
お
昭
和
5
0
年
改
正
の
特
別
弔
慰
金

　
の
請
求
は
5
3
年
3
月
31
日
で
時
効
に

　
な
り
ま
す
の
で
、
請
求
の
ま
だ
済
ん

　
で
い
な
い
遺
族
の
方
は
で
き
る
だ
け

　
早
く
役
場
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

△
今
回
の
改
正
に
つ
い
て
も
詳
し
い
こ

　
と
は
役
場
又
は
次
の
と
こ
ろ
に
お
問

　
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
恩
給
法
関
係

　
　
総
理
府
恩
給
局
（
新
宿
区
若
松
町

　
　
九
五
）
又
は
県
の
援
護
課

　
援
護
法
関
係

　
　
厚
生
省
援
護
局
援
護
課
（
千
代
田

　
　
区
霞
ケ
関
一
1
二
－
二
）
又
は

　
　
県
庁
の
援
護
課

　
　
　
　
　
　
　
　
予
防

　
　
　
　
　
　
拶

○
開
け
る
な
ら
　
必
ず
締
め
よ
う

　
ガ
ス
の
元
栓

　
　
　
　
　
蒲
生
小
　
　
関
谷
信
幸

○
火
の
元
を
　
し
っ
か
り
守
っ
て

　
楽
し
い
暮
し

　
　
　
　
　
蒲
生
小
　
　
山
岸
明
美

○
火
事
は
　
心
の
ゆ
る
み
か
ら

　
　
　
　
　
蒲
生
小
　
　
山
岸
美
雪

○
怖
い
火
事
　
防
ぐ
あ
な
た
の

　
心
掛
け

　
　
　
　
　
寺
田
分
校
　
山
岸
浩
幸

（6）

戸
籍
の
窓
口
か
ら

七
月
受
付
分
（
受
付
順
）

淳
つ
二
ん
㍍
菌

お
め
で
と
う
◎
衡

山
岸
辰
吉
　
早
津
広
子
　
木
和
田
原
西

襲砦　
　
　
　
父
政
美

萬
羽
学
　
　
長
男
会
沢
苧
畑

　
　
　
　
母
い
よ
子

　
　
　
　
父
幸
一

鈴
木
　
悟
　
　
　
　
二
男
松
代
安
年
橋

　
　
　
　
母
ま
さ
子

　
　
　
　
父
誠

高
橋
優
子

　
　
　
　
母
吉
子

　
　
　
　
父
正
行

関
谷
知
子

　
　
　
　
母
月
子

　
　
　
　
父
利
章

谷
　
謙
一

　
　
　
　
母
房
子

長
女
　
千
年
札
木

三
女
　
松
代
庄
八

長
男

　
　
　
　
　
父
利
信

大
崎
揚
一
郎
　
　
　
長
男

　
　
　
　
　
母
啓
子

室
岡
美
津
子
父
茂
男

　
　
　
　
　
母
久
美
子

五
＋
嵐
孝
広
父
健
作

　
　
　
　
　
母
涼
子

樋
口
信
次
　
六
三
才

松
代

鉄
道
公
団

松
代
善
宗

塚
住
宅

長
女
仙
納
隠
居

　
　
竹
所

二
男

　
　
　
た
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代

関
谷
藤
右
工
門
七
六
才
松
代

羽
黒

若
松
園

　人ロのうごき
　　　8月1日現在
世帯数　　2，008（一　9）

人口男　　3，924（一3）

　女3，960（一7）
　計7，884（一10）

n
乙
　
6
乙
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乙

生
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出
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増



新
館
で
の
診
療
は

　
　
　
　
　
9
月
5
日
か
ら

　
東
頚
東
部
地
域
住
民
の
永
年
の
切
望
で
あ
り
ま
し
た
新
潟
県
立

松
代
病
院
の
改
築
工
事
も
昨
年
6
月
1
6
日
着
工
以
来
一
年
有
余
、

こ
の
程
漸
く
そ
の
全
容
を
整
え
、
来
る
9
月
5
日
（
月
曜
日
）
よ

り
新
病
院
で
診
療
を
開
始
い
た
す
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
病
院
は
地
上
三
階
建
で
一
階
は
正
面
玄
関
の
中
央
ホ
ー
ル
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
ホ
ー
ル
の
左
側
は
受
付
、
薬
局
、
歯
科
、

右
側
に
は
、
内
科
、
外
科
、
産
婦
人
科
並
び
臨
床
検
査
室
、
放
射

線
科
を
、
二
階
は
病
棟
（
五
五
床
）
手
術
陳
で
三
階
は
会
議
室
、

そ
の
他
、
看
護
婦
寄
宿
舎
が
設
置
さ
れ
て
お
り
設
備
も
老
人
、
盲

人
対
策
に
も
重
点
を
置
き
入
口
に
お
け
る
専
用
歩
道
玄
関
の
自
動

開
閉
ド
ア
ー
、
盲
人
誘
導
案
内
線
並
び
に
感
染
防
止
の
た
め
、
便

所
の
水
栓
に
は
足
踏
式
を
採
用
す
る
等
々
、
建
物
の
色
彩
の
調
和

と
相
侯
っ
て
、
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
ま
さ
に
近
代
的
な

医
療
施
設
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
9
月
2
日
（
金
曜
）
、
3
日
（
土
曜
）
の
両
日
を
全
館
一

斉
の
移
転
日
と
定
め
、
両
日
を
全
科
休
診
と
し
て
5
日
か
ら
の
新

館
で
の
診
療
に
万
全
を
期
す
よ
う
着
々
と
準
備
を
整
え
て
お
り
ま

す
。
よ
っ
て
旧
病
院
で
の
外
来
診
療
は
9
月
1
日
ま
で
行
な
い
ま

す
。

　

　
新
病
院
移
転
の
た
め
次
の
と
お
り
休
診
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
記

　
9
月
2
日
（
金
曜
日
）
9
月
3
日
（
土
曜
日
）
全
科
休
診

　
　
但
し
、
急
患
は
新
館
で
受
付
け
ま
す
。

各
　
位

昭
和
52
年
8
月
1
0
日

　
　
　
新
潟
県
立
松
代
病
院
長

’

松
代
町
交
通
安
全
母
の
会

　
　
優
良
団
体
表
彰
を
受
け
る

　
　
交
通
安
全
県
宣
言
陽
周
年
記
念
県
民
大
会

　
7
月
2
0
日
、
交
通
安
全
県
宣
言
拓
周

年
記
念
県
民
大
会
が
、
新
潟
市
公
会
堂

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
新
潟
県
が
交
通
安
全

県
を
宣
言
し
た
こ
と
を
記
念
し
、
全
県

民
が
交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く
守
り
、
事

故
の
な
い
明
る
い
新
潟
県
を
築
く
た
め
、

例
年
7
月
1
0
日
に
開
催
し
て
い
る
も
の

で
す
が
、
今
年
は
参
院
選
の
た
め
、
1
0

日
延
期
さ
れ
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
席
上
、

交
通
安
全
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
が
表
彰

さ
れ
、
松
代
町
か
ら
交
通
安
全
母
の
会

（
会
長
関
ス
ミ
さ
ん
）
が
、
優
良
団
体

と
し
て
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
の
実
践
活
動
や
家
庭
に
お
け

る
安
全
思
想
普
及
へ
の
努
力
が
認
め
ら

れ
、
母
の
会
と
し
て
は
郡
内
で
初
め
て

の
受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
又
、
個
人
で
は
永
年
無
事
故
、
無
違

反
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
室
野
米
持
幸
夫

さ
ん
（
頚
城
自
動
車
勤
務
）
が
優
良
運

転
者
と
し
て
選
ば
れ
当
日
知
事
表
彰
を

う
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
釜
予
畝
が

起
き
ヤ
可
い
！

　
　
　
休
憩
を
十
分
と
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
運
動
し
よ
う

　
暑
い
毎
日
が
続
き
ま
す
。
交
通
事
故

の
発
生
が
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
な
る
の
も

例
年
の
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
原
因
に
は
交
通
量
の

増
大
と
と
も
に
運
転
者
や
歩
行
者
の
身

体
的
精
神
的
疲
労
が
大
き
な
比
重
を
占

め
て
い
る
の
で
す
。

　
特
に
、
暑
さ
が
ま
し
て
く
る
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
消
費
が
激
し
く
な
る
う
え
、

夜
は
寝
苦
し
い
な
ど
、
十
分
な
休
養
が

と
れ
な
く
な
り
、
疲
労
が
体
内
に
た
ま

り
ボ
ン
ヤ
リ
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、

交
通
の
混
雑
に
会
え
ば
イ
ラ
イ
ラ
し
た

り
、
こ
の
状
態
か
ら
早
く
ぬ
け
で
た
い

衝
動
が
お
こ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
運
転

者
は
、
ム
リ
な
追
越
し
、
ム
リ
な
右
左

折
を
す
る
回
数
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ

し
て
こ
れ
ら
の
ム
リ
や
不
注
意
が
事
故

に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
す
。

　
事
故
は
お
互
い
の
注
意
で
防
げ
る
の

だ
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
も
ち
、
次
の

点
を
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
過
労
運
転
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を

　
つ
け
よ
う
。

○
で
き
る
だ
け
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
つ
け

　
よ
う
。

○
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
は
や
め
よ
う
。

（7）



、
つ

体と食物（4）

　
　
　
　
　
　
太
陽
を
い
っ
ぱ
い
に
浴

び
て
育
っ
た
露
地
野
菜
が
豊
富
に
と
れ

う
れ
し
い
季
節
で
す
。
せ
っ
か
く
新
鮮

な
自
家
野
菜
を
収
穫
し
て
も
食
べ
き
れ

ず
台
所
の
片
隅
に
お
い
や
っ
て
は
い
ま

せ
ん
か
？
　
丹
精
し
て
作
っ
た
野
菜
で

す
。
無
駄
の
な
い
よ
う
に
上
手
に
使
い

ま
し
ょ
う
。

・
夏
野
菜
の
使
い
方
の
ヒ
ン
ト
・

ト
マ
ト

⑭
完
熟
ト
マ
ト
を
利
用
し
て

　
完
熟
ト
マ
ト
が
た
く
さ
ん
手
に
は
い

っ
た
と
き
に
は
、
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
や

ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
作
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

⑭
ト
マ
ト
ピ
ユ
ー
レ
の
作
り
方

完
熟
ト
マ
ト
は
へ
た
、
皮
、
種
を
除
い

て
ざ
く
切
り
に
す
る
。
こ
れ
を
ほ
う
ろ

う
の
鍋
に
入
れ
、
木
じ
や
く
し
で
混
ぜ

な
が
ら
中
火
で
半
分
位
に
な
る
ま
で
煮

つ
め
る
。
さ
ま
し
て
か
ら
小
分
け
に
し

て
冷
凍
に
。
味
つ
け
し
て
な
い
の
で
、

広
く
利
用
で
き
ま
す
。

⑭
青
い
ト
マ
ト
を
利
用
し
て

　
青
く
て
か
た
い
ト
マ
ト
は
ぬ
か
づ
け

や
、
ピ
ク
ル
ス
（
酢
づ
け
）
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
る
ご
と
で
も
切
っ
て
か
ら
で

も
結
構
。
切
っ
て
か
ら
つ
け
る
場
合
は

種
を
よ
く
除
き
ま
す
。
あ
る
い
は
へ
た
、

皮
、
種
を
除
い
て
か
ら
甘
く
煮
、
レ
モ

ン
汁
少
量
で
香
り
を
つ
け
て
ジ
ャ
ム
に

し
て
も
。

胡
　
爪

⑭
苦
い
胡
爪
を
利
用
し
て

　
苦
い
胡
爪
は
ピ
ク
ル
ス
に
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
つ
け
酢
の
酸
味
と
と
け
合
っ

て
苦
さ
も
さ
ほ
ど
気
に
な
り
ま
せ
ん
。

⑭
胡
爪
の
し
ん
を
利
用
し
て

　
か
つ
ら
む
き
に
し
た
あ
と
に
残
っ
た

芯
は
薄
甘
く
煮
た
り
、
輪
切
り
、
せ
ん

切
り
、
角
切
り
な
ど
に
し
て
サ
ラ
ダ
に
。

　
ま
た
、
べ
ー
コ
ン
少
量
を
入
れ
た
沸

騰
湯
で
さ
っ
と
ゆ
で
、
さ
ま
し
て
か
ら

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
食
べ
る
の
も
お
つ
な
味
。

な
　
す

⑭
な
す
の
皮
を
利
用
し
て

　
茄
子
の
皮
を
一
㎝
角
位
に
切
っ
て
油

で
妙
め
、
し
ょ
う
ゆ
と
砂
糖
を
加
え
て

妙
り
つ
け
、
火
を
止
め
て
か
ら
種
を
除

い
た
輪
切
り
の
赤
唐
辛
子
を
加
え
て
香

り
づ
け
を
し
ま
す
。

⑭
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
な
す
は
？

　
大
き
な
茄
子
は
縦
半
分
に
割
っ
て
か

ら
中
身
を
く
り
ぬ
い
て
使
い
ま
す
。
中

身
は
刻
ん
で
玉
ね
ぎ
や
に
ん
に
く
な
ど

妙
め
合
わ
せ
、
挽
肉
と
混
ぜ
て
ハ
ン
バ

ー
グ
の
た
ね
の
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
れ

を
く
り
抜
い
た
茄
子
の
皮
に
詰
め
て
、

チ
ー
ズ
を
ふ
り
天
火
か
フ
ラ
イ
パ
ン
で

焼
く
と
立
派
な
お
惣
菜
に
。

⑭
し
な
ぴ
て
し
ま
っ
た
な
す
は
？

　
し
ば
づ
け
に
。
胡
爪
、
赤
じ
そ
の
葉

み
ょ
う
が
、
・
唐
辛
子
、
南
爪
な
ど
を
刻

ん
で
一
緒
に
塩
づ
け
に
し
ま
す
。
塩
を

強
め
に
し
て
き
つ
い
重
し
を
し
、
　
一
気

に
水
を
上
げ
る
の
が
コ
ツ
。
あ
き
び
ん

に
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
と
詰
め
こ
ん
で
い
く

と
簡
単
。

南
　
爪

⑭
う
ら
な
り
南
爪
を
利
用
し
て

　
薄
切
り
に
し
て
湯
に
さ
っ
と
通
し
て

か
ら
二
度
揚
げ
に
し
て
お
や
つ
や
お
つ

ま
み
に
。
ま
た
、
ピ
ク
ル
ス
、
金
平
、

糠
漬
け
に
も
利
用
出
来
ま
す
。
そ
れ
に

南
爪
を
ジ
ャ
ム
に
し
て
も
。
皮
を
む
い

て
か
ら
甘
く
煮
、
つ
ぶ
し
て
レ
モ
ン
汁

や
梅
干
し
で
酸
味
を
き
か
せ
る
の
が
コ

ツ
。

⑭
南
爪
の
皮
の
利
用

　
皮
は
さ
っ
と
茄
で
て
か
ら
味
噌
漬
け

に
す
る
と
変
わ
っ
た
箸
休
め
に
。

⑭
南
爪
の
種
の
利
用

　
種
を
洗
っ
て
回
り
の
ぬ
る
ぬ
る
を
除

い
て
干
し
、
か
ら
妙
り
し
て
お
つ
ま
み

に
。
ま
た
、
皮
を
除
い
て
か
ら
、
す
り

つ
ぶ
し
て
あ
え
物
の
衣
に
し
て
も
。

ピ
暦
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
ピ
ー
マ
ン
は
常
備
菜
と
し
て
佃
煮
や

み
そ
煮
に
し
て
お
く
と
お
弁
当
の
お
か

ず
に
も
な
り
ま
す
。

⑭
ピ
ー
マ
ン
の
佃
煮
の
作
り
方

ピ
ー
マ
ン
は
種
を
つ
け
た
ま
ま
細
い
輪

切
り
に
し
、
ご
ま
油
を
熱
し
た
鍋
に
入

れ
よ
く
炊
め
る
。
し
ょ
う
ゆ
（
ピ
ー
マ

ン
の
3
％
塩
分
）
と
砂
糖
（
ピ
ー
マ
ン

の
蔦
％
）
を
加
え
て
炊
り
つ
け
、
仕
上

げ
に
み
じ
ん
切
り
の
生
姜
を
加
え
て
一

煮
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
「
，
召

　
　
　
　
　
　
　
留

　
　
　
　
　
　
　
r
轡

泣
き
寝
入
り
せ
ず
に

審
査
の
申
立
て
を

　
交
通
事
故
、
そ
の
他
の
犯
罪
で
、
犯

人
を
処
罰
す
る
に
は
、
裁
判
所
の
裁
判

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
裁
判

所
に
犯
人
の
処
罰
を
求
め
る
（
こ
れ
を

起
訴
と
い
う
）
の
は
、
検
察
官
の
仕
事

で
す
。
し
か
し
、
検
察
官
は
す
べ
て
の

犯
人
を
起
訴
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
検

察
官
の
判
断
で
起
訴
し
な
い
（
こ
れ
を

不
起
訴
と
い
う
）
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
犯
罪
の
被
害
者
な
ど
で
、
こ
の
不
起

訴
処
分
に
不
服
の
か
た
は
、
検
察
審
査

会
へ
審
査
の
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
は
国
民
の
代
表
と
し
て
、

衆
議
院
議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の

中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
十
一
人

の
検
察
審
査
員
で
構
成
さ
れ
、
審
査
の

申
立
て
を
受
け
る
と
、
事
件
の
真
相
を

調
査
し
、
犯
人
が
起
訴
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
判
断
し
た
と
き
は
、
検
事
正
に
そ

の
旨
を
勧
告
す
る
国
の
機
関
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

（〒943）

上
越
市
大
手
町
一
番
二
六
号

　
新
潟
地
方
裁
判
所
高
田
支
部
内

　
　
高
田
検
察
審
査
会
事
務
局

電
話
　
上
越
局
（
〇
二
五
五
）

　
　
　
　
　
二
四
－
五
一
六
〇
番



　
室
野
の
俳
旬
愛
好
者
の
集
い
「
し
ぶ

み
句
会
」
で
は
、
こ
の
ほ
ど
同
人
の
合

同
句
集
「
志
ぶ
み
」
第
二
輯
を
刊
行
、

七
月
二
十
三
日
傘
旅
館
に
於
て
盛
大
に

出
版
記
念
俳
句
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
高
田
か
ら
は
俳
旬
「
み
ゆ
き
」
主
宰

春
山
他
石
先
生
を
は
じ
め
三
名
の
方
々
、

役
場
総
務
課
長
、
社
会
課
長
は
じ
め
町

内
外
か
ら
も
参
加
者
を
得
、
吟
行
に
席

題
に
和
気
霧
々
の
う
ち
に
句
集
出
版
を

祝
い
、
ま
こ
と
に
意
義
深
い
記
念
旬
会

で
し
た
。

兼
題
「
当
季
雑
詠
」

　
　
　
　
　
　
　
　
春
山
他
石
選

石
工
の
墾
の
鋭
く
カ
ン
ナ
燃
ゆ

ど
か
ど
か
と
来
て
車
座
に
大
夏
炉

大
寺
の
夏
炉
焚
か
れ
て
庫
裡
涼
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

片
か
げ
の
話
し
ば
ら
く
稲
の
出
来

穂
ば
ら
み
の
稲
い
た
わ
り
つ
畦
を
薙
ぐ

色
槌
め
し
所
々
へ
穂
肥
撒
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

せ
せ
ら
ぎ
や
飛
弾
の
平
湯
の
夏
料
理

夏
草
の
し
げ
れ
る
ま
ま
や
徹
心
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

近
づ
け
ば
ひ
ぐ
ら
し
木
裏
へ
ま
わ
り
け

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芳
　
平

ひ
ぐ
ら
し
の
ひ
と
き
わ
高
く
暮
れ
な
ず

む
　
　
　
　
　
　
　
　
．
正
太
郎

幾
曲
り
し
て
来
し
峡
ぞ
合
歓
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静

片
か
げ
に
資
材
を
寄
せ
て
熔
接
夫

梅
雨
上
り
鶏
足
山
は
形
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞

紅
白
の
葵
燗
漫
寡
婦
の
家

鳥
除
け
に
糸
張
り
め
ぐ
る
西
爪
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立

七
夕
や
村
を
挙
げ
て
の
大
花
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅

穂
ば
ら
み
の
青
田
確
か
め
旅
立
ち
ぬ

四
対
の
大
火
箸
あ
り
大
夏
炉

か
き
つ
ば
た
競
い
咲
き
た
り
沼
静
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠

粉
剤
の
か
か
れ
る
畦
の
花
菖
蒲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞

大
炉
燃
ゆ
飛
弾
の
館
は
梅
雨
じ
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善

初
茄
子
を
先
ず
み
仏
に
そ
な
え
け
り

火
の
気
な
き
夏
炉
な
れ
ど
も
集
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
・
た
け
し

か
な
か
な
の
坂
登
り
つ
め
森
の
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
・
柏
　
峰

か
な
か
な
や
　
百
段
の
山
の
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
・
正
　
夫

も
ぎ
た
て
と
い
う
も
て
な
し
の
茄
子
な

ま
す
　
　
　
　
　
　
千
年
・
茶
　
水

大
暑
来
て
老
樹
の
幹
の
苔
乾
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
田
・
星
　
屑

声
高
の
里
託
り
ま
た
涼
し
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
者
吟

席
題
「
紫
陽
花
・
灯
蛾
」

傾
き
し
庚
申
塔
や
濃
紫
陽
花

紫
陽
花
を
勢
る
虫
が
い
て
花
疎
な
り

紫
陽
花
の
花
の
日
数
の
濃
紫

灯
蛾
舞
っ
て
採
点
疲
れ
妻
も
我
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ

山
の
宮
紫
陽
花
咲
か
せ
子
ら
育
つ

薬
草
を
吊
し
て
涼
し
大
藁
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

紫
陽
花
の
咲
き
定
ま
り
て
梅
雨
あ
け
ぬ

紫
陽
花
の
ま
ろ
き
に
ひ
か
れ
近
づ
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芳
　
平

鎮
守
へ
の
径
は
十
薬
う
つ
ぼ
草

句
座
広
し
羽
蟻
し
ば
ら
く
畳
這
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

鍛
ち
終
え
て
四
　
の
路
を
帰
り
た
る

開
け
放
っ
野
鍛
治
の
炉
や
七
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
　
舟

網
の
戸
に
火
蛾
へ
ば
り
つ
き
動
か
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

誰
か
来
し
火
蛾
来
し
音
に
席
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

満
開
の
紫
陽
花
少
し
傾
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

あ
じ
さ
い
は
町
花
と
聞
き
し
道
つ
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

あ
じ
さ
い
の
盛
り
重
な
り
て
池
の
ふ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

あ
じ
さ
い
の
記
念
園
あ
り
社
森

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

鉢
植
の
あ
じ
さ
い
一
輪
傾
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
水

亡
き
父
の
植
え
し
あ
じ
さ
い
今
盛
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
太
郎

打
た
れ
る
を
知
ら
ず
か
飛
び
込
む
灯
蛾

の
性
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
一

こ
の
と
こ
ろ
紫
陽
花
咲
い
て
降
り
易
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
　
夫

紫
陽
花
の
咲
け
る
小
径
を
退
院
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
峰

火
蛾
お
そ
れ
薮
蚊
を
お
そ
れ
峡
を
来
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け
し

紫
陽
花
の
毬
太
り
ゆ
く
子
の
婚
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星
　
屑

妻
愛
し
紫
陽
花
愛
し
六
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
茶
　
水

蛾
が
来
ず
と
き
め
て
雨
戸
を
開
け
放
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
者
吟

　
駿
・
6
・
2
9
於
克
雪
セ
ン
タ
ー

な
ら
の
木
に
藤
か
ら
ま
り
て
花
の
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

地
祭
り
の
冷
酒
車
座
荒
莚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ

よ
し
き
り
の
巣
の
草
む
ら
を
刈
り
残
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

露
涼
し
庫
裡
の
大
炉
の
大
自
在
鉤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

郭
公
の
声
よ
く
通
る
雨
あ
が
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

春
寄
合
目
立
つ
色
白
出
稼
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

汗
光
る
農
薬
撒
布
田
を
巡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
　
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勃



αOl

万
羽
琢
也
君

　
　
　
（
松
代
中
三
年
）

全
国
大
会

　
　
　
出
場
へ

　
松
代
中
学
校
の
万
羽
琢
也
君
は
、
去

る
7
月
2
0
日
、
柏
崎
市
営
陸
上
競
技
場

で
開
催
さ
れ
た
新
潟
県
放
送
陸
上
競
技

大
会
に
出
場
し
、
三
、
○
○
O
M
種
目

で
、
全
国
大
会
参
加
資
格
標
準
記
録
を

上
ま
わ
る
9
分
2
8
秒
の
好
タ
イ
ム
を
記

録
。
こ
の
結
果
、
8
月
1
3
・
1
4
日
の
両

日
、
国
立
競
技
場
で
開
催
さ
れ
る
第
4

回
全
国
日
本
中
学
生
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
有
意
義
に
夏
休
み

を
す
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

松
代
地
区
分
団
対
抗
野
球
大
会
を
、
八

月
一
日
（
小
学
校
の
部
）
八
月
二
日
（

中
学
校
の
部
）
両
日
、
炎
天
下
の
中
で

一
日
中
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
そ

の
成
績
結
果
を
お
し
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

二
位
　
松
代
一
・
二
分
団

◎
小
学
校
の
部
（
参
加
三
チ
ー
ム
）

　
　
会
場
　
松
代
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

　
優
勝
　
三
・
六
分
団

　
二
位
　
四
・
五
分
団

　
三
位
　
一
・
二
・
七
・
八
分
団

◎
中
学
校
の
部
（
参
加
五
チ
ー
ム
）

　
　
会
場
　
松
代
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

　
優
勝
　
下
山
分
団

小
学
校
の
部

45分団 36分団
1．2．7。8

　団

× ×

分1

　●
　2

0 0
●

　7

　0
団8

3
× ○ ●

4 14 6
分
団

4
× ○ ●

3 14 5
分
団

中
学
校
の
部

5

0
，

3

58

1

菅
　
刈

下
　
山

松
代
3
分
団

松
代
1
・
2
分
団

蓬
　
平

ご
声
援
下
さ
い

團
國

町
長
杯
争
奪
決
勝
大
会

図
期
日
　
9
月
4
日
、
8
時
30
分
よ
り

図
会
場
　
松
代
中
・
山
平
中
グ
ラ
ン
ド

　
参
加
2
4
チ
ー
ム
が
予
選
リ
ー
グ
8
4
試

合
を
行
な
い
、
勝
ち
残
っ
た
6
チ
ー
ム

で
決
勝
大
会
を
行
な
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
ー
主
催
　
野
球
協
会
ー

㊦
⑫
ー
㊨
ー
⑫

　
　
ー
第
1
回
町
内
親
善
大
会
ー

図
期
日
　
8
月
2
1
日
　
8
時
30
分
よ
り

図
会
場
　
松
代
高
校
・
松
代
小
体
育
館

　
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催
に
よ
る

第
一
回
大
会
で
す
。
多
数
の
チ
ー
ム
の

参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

電
報
電
話
局
か
ら

　
　
　
お
　
知
　
ら

せ

”
菱
里
地
域
の
電
話

　
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
に
き
り
か
え
”

　
　
（
市
外
局
番
　
0
2
5
5
9
）

　
9
月
7
日
、
丞
、
午
後
2
時
か
ら
菱

里
地
域
の
電
話
は
、
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話

に
な
り
、
安
塚
局
3
1
×
×
×
×
番
に

変
り
ま
す
の
で
、
電
話
を
お
か
け
の
さ

い
は
ご
注
意
下
さ
い
。

　
尚
、
地
域
集
団
電
話
の
電
話
番
号
は

従
来
ど
お
り
の
電
話
番
号
の
前
に
3
が

っ
き
ま
す
。
　
（
例
）
3
1
8
×
×
×
番

　
　
　
　
　
　
　
安
塚
電
報
電
話
局

6

支芸
嵐

ヤ
　
　
　
リ

“装
　
↑
、

値

腺

煙
草
を
吸
わ
ず
五
日
を
へ
た
り
こ
と
さ

ら
に
禁
煙
と
云
う
気
持
で
も
な
く

理
由
は
判
ら
ず

雪
が
消
え
よ
う
や
く
雨
も
音
と
な
る
独

り
静
か
に
茶
を
飲
み
つ
聞
く

咲
き
初
め
し
沈
丁
花
の
鉢
を
廊
下
へ
入

れ
て
し
み
じ
み
と
見
る
五
ケ
月
ぶ
り
に

人
が
皆
案
外
善
人
に
見
え
る
日
が
た
ま

に
は
あ
り
て
　
苦
笑
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
き

空
へ
向
か
い
嘆
笑
し
て
み
た
い
瞬
間
も

あ
り
吾
れ
乍
ら
其
理
由
は
判
ら
ず

人
の
居
る
と
こ
ろ
花
あ
り
深
山
の
奥
の

山
小
屋
の
前
に
も
た
ち
あ
お
い
咲
く

西
潟
ま
さ
を

雪
折
れ
の
梅
の
枝
あ
わ
れ
白
ろ
じ
ろ
と

半
分
咲
い
て
其
ま
＼
乾
く

つ
ば
め
二
羽
誰
か
の
う
わ
さ
を
し
て
い

る
如
く
物
ほ
し
場
に
居
て
嚥
づ
り
あ
い

り

ほ
の
か
な
る
沈
丁
花
の
匂
の
中
に
居
て

ふ
と
寝
た
き
り
の
友
を
思
へ
り

す
で
に
し
て
社
会
の
外
に
居
る
吾
等
う

わ
さ
も
聞
か
ず
同
情
も
さ
れ
ず

ひ
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
し

知
人
の
死
を
聞
け
ば
自
分
の
年
令
を
思

ふ
寂
し
き
く
せ
こ
の
頃
つ
け
り

ほ
た
る
ぶ
く
ろ
の
花
一
本
捨
て
＼
あ
り

拾
っ
て
み
て
ま
た
お
い
て
帰
り
ぬ

い
つ
の
間
に
か
夏
と
な
り
た
り
去
年
買

い
た
る
風
鈴
を
ま
た
窓
辺
へ
つ
る
す

話写


